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１．味の素ゼネラルフーヅ株式会社（AGF)

　　１．株主
　　（１）味の素　　　　　　　　５０％
　　　－日本No.1食品メーカー

　　　ー味の素グループ総売上　約１兆円
　　（２）Kraft　Foods　　　　５０％
　　　－アメリカNo.1食品メーカー

　　　－フイリップ・モリス　グループ総売上　約１１兆円　
　　　（アメリカ：７５％、ヨーロッパ：２０％、アジア：５％）
　　２．味の素ゼネラルフーヅ（AGF）
　　　－総合コーヒーメーカー
　　　－総売上　１０４０億円・経常利益　４５億円（２００３年）
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２．サプライチェーン管理の進め方

原料・包材　　　　　メーカー　　　　　　得意先　　　　　　小売店
メーカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D/C
　　　　　　　　　　　　出荷

　　　　　　　　　　　　包装

　　　　　　　　　　　　生産

消費者

①EDI（受注・出荷）

①ロジスティックス
②ECR(自動補充)

E-Marketplaces

－２－Copyright©2004, JETRO Bangkok, All Rights Reserved.



３ー（１）ロジスティックス目的・定義

　　　

原料・包材
メーカー

得意先
D/C

ー３－

食品メーカー 小売店

在庫 在庫 在庫 在庫

＜目的＞
　　　１．競合優位性（得意先サービスレベル）
　　　２．在庫削減
　　　３．企業間関係強化
＜定義＞
　　　　在庫の一元統合管理機能
＜キーワード＞
　　　　統合（Integration)
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３－（２）ロジスティクス導入ステップ

　１．情報システムの統合化
　　ー在庫情報の一元化
　　－簡便な検索

　２．ロジ主要計画及び販売計画変更調整機能の統合化
　　－ロジスティクス関連企画　：生産計画・購買計画・在庫計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供給計画・固定資産投資計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物流計画
　　－販売関連計画　　　　　　　：キャンペーン計画

　３．物流機能の統合化
　　－調達物流・工場構内物流・販売物流　　　　
　　　

－４－
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４ー（１）ロジスティックス経営管理指標の設定

　　１．原則
　　　－数値目標の設定
　　２．経営管理指標（利益管理）
　　　（１）ROA（使用総資本事業利益率）

　　　（２）棚卸資産率及び棚卸資産回転月数
　　３．日常業務管理指標
　　　（１）企業内評価目標の設定（KP-1)
　　　　①在庫削減、②物流費削減、③SKU（品種）削減、

　　　　④返品・販売不良品削減、⑤販売精度向上
　　　（２）社会的評価目標の設定（KPI-2)
　　　　①得意先サービスレベル改善、②安全・安心の推進
　　　　③誠実の履行
　　　

－５－
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４－（２）ロジスティックスの経営管理指標（利益管理）

１．ROA（使用総資本事業利益率） Return On total Assets

　　　　　　　　　　　事業利益（P/L)
ROA（％）＝　　使用資本（B/S）　　　X　１００（％）　

　　　＊使用総資本　＝　期首使用総資本＋期末使用総資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　　　　＊事業利益　＝　営業利益　＋金融収支（受取利息・配当金ー支払利息） 　　　

　　（Kraft基準＝５％、東証大手食品メーカー＝５％）

２．棚卸資産率（％）＝棚卸資産（B/S）÷全資産　X　１００（％）

　　　＊棚卸資産＝製品・商品＋原材料＋仕掛品＋貯蔵品　
　　　（Kraft基準＝５％以下、東証大手食品メーカー＝５％以下）

３．棚卸資産回転月数＝期首期末平均棚卸資産÷月間売上高（P/L)
　　（Kraft基準＝０．７ヶ月、東証大手食品メーカー＝０．５ヶ月）

－６－
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４ー（３）日常業務管理指標＜実践＞
　（KPI－１：企業内評価ー実行計画）

１．EDIの推進
　　－受注センター化推進からOutsourcingへ
２．在庫削減　：　在庫拠点の統廃合（２５拠点から４拠点へ）
３．Plant　D/C化

　（１）工場直送率向上
　（２）鮮度管理改善向上への対応
　（３）トレーサビリティーへの対応強化
　（４）三温度帯物流への対応
４．SKU削減

５．受注・配送頻度削減　　　　　　届け先数減・配送ロット増
６．販売精度向上

－７－
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4-(４)　酒類・食品メーカー物流パターン

パターン Maker 　　　卸 　　　小売
Plant           D/C           D/C         D/C         Store

1

2

3

4

5

6

7

8

5.0%
(Vol.45%)

2.1%
(Vol.55%)

ＡＧＦ
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４－（５）日常業務管理指標＜実践＞
　　　（KPI－２：社会的評価）

１．得意先サービスレベル向上
　（１）受注率
　（２）業界標準化への積極的な取組
　（３）中間物流機能の再評価・支援
２．誠実の履行（環境対応強化）
　（１）返品ゼロ化
　（２）販売不良品ゼロ化
　（３）産業廃棄物ゼロ化
３．安心・安全の推進
　（１）コンプライアンス（法令遵守）
　（２）工場事故・災害ゼロ化
　（３）消費者クレームゼロ化
　（４）トレーサビリティ機能強化
　（５）積極的な情報公開
　　 －９－
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５．＜評価＞Ｌｏｇｉｓｔｉｃｓ管理指標 KPI
１．定期評価会議　　：　　月次経営会議（会議後Kraftへ報告）

２．評価方法　　　　　：　　計画対実績報告及び対策決定
３．ＫＰＩ－１　：　企業内評価
（１） 在庫削減　　　　　　　　　　　　　　

- 原料 & 包材/ 半製品 / 製品/工場工程ロス/品質不良品
　 （２）物流費削減
　　 - 運賃/保管料/荷役料/構内物流費/工場直送比率
　 （３）SKU（Stock　Keeping　Unit)削減　　　
　（４）返品・販売不良品ゼロ化
　（５） 販売精度向上
４．KPI－２　：　社会的評価

　（１）得意先サービスレベル
　（２）安全・安心の推進
　　　－工場事故・災害率、消費者クレーム率・内容、自己退職率

　（３）誠実の履行
　　　－環境対応（HACCP/ISO,リサイクル、リユース、産廃ゼロ）
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６ー（１）AGFの成果（５年間）

　　１．在庫削減
　　　－５．２WOSから２．２WOS
　　　　　（Week　Of　Supply：週次供給在庫)

　　２．物流費削減
　　　－総売上対比５．５％から３．４％へ
　　　－在庫拠点の統合化
　　　　　＊２５拠点から４拠点へ統合

　　３．SKU（製品品種）削減

　　　－３０％　（除く、業務用）

　　４．受注センター
　　　－受注出荷業務の統合化
　　　－女子営業事務員　７０％削減
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６ー（２）AGF成功の秘訣（CSF)

　　１．経営トップの強い意思と決断
　　　－競合優位性の確保
　　　－標準化の推進

　　２．Plan-Do-See
　　　－定期的レビュー会議

　　３．全員での取組
　　　－人事考課評価項目

　　

－１２－
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７．現状の課題と今後の取組
(市場・消費者動向をどうみるか？：戦略構築）

• 日本経済と社会動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）日本経済と消費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）食の安全・安心（健康志向）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）地球環境・生活環境保護

• 国際化と取引制度の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）RFID等国際標準への対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）建値制度等取引制度の変更

• 日本の消費者嗜好及びニーズの変化　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）生鮮嗜好及び健康志向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）人口構成・世帯構成の変化による生活スタイルの変化

• 日本の食品流通市場動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）食品スーパーの伸長と中間物流機能の重要性増大　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）地域におけるスーパーセンターの急成長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）大都市圏での深夜・終夜営業の増大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（４）ドラッグストアー、ホームセンターの成長拡大　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－１３－
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＜参考資料＞

　　１．２００２年日本経済
　　２．国民生活における生活スタイルの変化
　　３．人口ピラミッド
　　４．日本の世帯数
　　５．年間一人当たりの品目別家計消費の推移
　　６．日本の食品流通チャネルの現状
　　７．食料関連小売業の業態別店舗数及び
　　　　年間販売額の構成割合の推移
　　８．GMS　４社の深夜営業体制
　　９．日本流通業でのSCM成功例

　　（１）セブン・イレブンの物流改革
　　（２）イオンの流通・物流改革
　　（３）食品スーパー光洋の物流改革
　　（４）アスクルの新SCM戦略
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　　　　　１．２００２年の日本経済
＊内閣府「２００２年度の国民経済計算」、世界銀行資料

－１－

＜世界のGDP及びシェアー＞

１．米国　　　　　　　　１０．０６兆ドル（３１．９％）

２．日本　　　　　　　　　４．１４兆ドル（１５．７％）

３．ドイツ　　　　　　　　１．８４兆ドル（６．１％）

４．英国　　　　　　　　　１．４２兆ドル（４．６％）

５．フランス　　　　　　　１．３０兆ドル（４．２％）

６．中国　　　　　　　　　１．１５兆ドル（３．５％）

７．イタリア　　　　　　　１．０８兆ドル（３．５％）

８．カナダ　　　　　　　　０．５８兆ドル（２．２％）

９．ロシア　　　　　　　　０．２１兆ドル（０．８％）

＊個人金融資産（２００３年６月末。日銀まとめ）　
　　１．米国　　　３２兆ドル（現金・預金：４．２兆ドル）
　　２．日本　　　１２．６兆ドル（現金・預金：７．１兆ドル）
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国富（正味資産）　２７９９．５兆円
　＊ピーク時１９９０年比２１．２％減
＜主な内容＞
　土地　　　　　　　１３６９．４兆円
　建物・設備　　　１１４９．７兆円
　対外資産　　　　　１７５．３兆円

名目GDP　　　　　　　　０．７％減
＊８年振りに５００兆円割り込む
実質GDP　　　　　　　　１．２％増

　＊２年ぶりにプラス
国民所得　　　　　　３６２兆円
　＊前年比１．３％減

一人当たりで見ると
国富（正味資産）　２１９７．４万円
　＊前年比８１．２万円減

名目GDP　　　　　　３９０．６万円
　＊OECD加盟国で６位

国民所得　　　　　　２８４．８万円
　＊前年比４．４万円減　



２．国民生活における生活スタイルの変化

　　　　　　　　　　　　　　１９７５年　　　　　２００２年　　　　　　　　　　　　食生活との関連

単独世帯の割合　　　　１８．２％　　　　２４．９％　　　　　　　一人分の調理が割高になるなどの理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で調理食品等の利用が増加

高年齢人口比率　　　　　７．９％　　　　１９．２％　　　　　　　高年齢の進展に伴う食の簡便化・サー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビス化への意向の高まり

労働者一人当り　　　　　２，０６４　　　　１，８７９　　　　　　　　余暇活動時間の増加に伴う外食への
年間総労働時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニーズの高まり

既婚女子雇用者　　　　２１．３％　　　　３６．２％　　　　　　　　外食や調理食品の利用による調理時間
比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の節約

電子レンジの世帯　　　１５．８％　　　　９１．７％　　　　　　　　冷凍調理食品やレンジ対応食品等の
当り普及率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頻度の高まり

資料：農林統計協会　“図説食料・農業・農村白書　平成１２年度、総務省「国勢調査」）
　注：　１）高年齢人口比率（６５歳以上）の総人口に占める割合は、国勢調査人口とした推定値。
　　　　２）年間総労働時間は、３０人規模以上の事業所　　　　　　　
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３．人口ピラミッド（２００３年）１０月１日 *平成１５年国勢調査

－３－

１２０　　　１００　　　８０　　　６０　　　　４０　　　　２０　　　０　　　０　　　　２０　　　　４０　　　６０　　　　８０　　　１００　　　１２０

１０

２０

３０

４０

５０

６０
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男　　　　　　　　　　　　　　　　　　女

６５歳以上１９．２％

生
産
年
齢

（１５ー-６４歳）

　６６．７％

＊２００４年成人
　　１５５万人
（３０年前　１８５万人）
（２０年後　１１０万人）

*２００３年
　－出生　１１２万人
　－死亡　１０３万人

１４歳以下１４．１％



　　　　４．日本の世帯数
＊資料：総務省「国勢調査」国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」

５
千万世帯

４

３

２

１

０

ー４－

６０年　　　　　　　　　　　　８０年　　　　　　　　　　　２０００年　　　　　　　　　２０２０年（推）

その他

一人親と
子世帯

夫婦と
子供世帯

夫婦のみ
世帯

単独世帯
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５．年間一人当りの品目別家計消費の推移（全国・全世帯）

　　　　　　　　　　　　　　１９８９年　　　　　構成比　　　　　　１９９９年　　　　　構成比　　　　　　　　

食料　　　　金額　　　　２７３，４６１　　　　　１００％　　　　３０４，８４０　　　　　１００％　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　米　類　　　　　　　　　　１７，６４０　　　　　　６．４　　　　　１３，２１５　　　　　　　４．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　魚介類　　　　　　　　　３５，９７２　　　　　　１３．１　　　　　３４，８５８　　　　　　１０．２　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　肉　類　　　　　　　　　　２６，０８１　　　　　　９．５　　　　　２５，５０６　　　　　　　８．４　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　乳卵類　　　　　　　　　１２，１０８　　　　　　４．４　　　　　　１４，２２６　　　　　　　４．６

　生鮮野菜　　　　　　　　２０，３３７　　　　　　７．４　　　　　２２，４３８　　　　　　　７．４

　生鮮果物　　　　　　　　１３，１４８　　　　　　４．８　　　　　１３，３３５　　　　　　　４．４

　調理食品　　　　　　　　２０，２４３　　　　　　７．４　　　　　３０，２１９　　　　　　　９．９

　外食　　　　　　　　　　　４４，８６０　　　　　１６．４　　　　　５４，０２０　　　　　　１７．７　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料：総務省“家計調査年報”
　
　　　　　　　　　　　

＊生鮮計　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．８％　　　　　　　　　　　　　　　　３０．４％
＊調理食品・外食計　　　　　　　　　　　２３．８％　　　　　　　　　　　　　　　　２７．６％

－５－
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６．日本の食品流通チャネルの現状　
＊資料：商業統計

－６－

２０，０００　　　　　　６７０，０００

Primary　　　　　Super　Center（１２０００㎡以上）

Secondary　　　　GMS（３，０００㎡以上）

３ｒｄ　　　　　　　SM（５００－３０００㎡）

　　　　　　　　　SSM（５００㎡以下）

　　　　　　　　　CVS
　　　　　　　　　Department　Store
　　　　　　　　　Drug　Store
　　　　　　　　　Home　Center
　　　　　　　　　Discounter
　　　　　　　　　Papa/Mama　Store　　
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食料関連小売業の業態別店舗数及び年間販売額の構成割合の推移　　　　　　　　　７．

資料：経済産業省“商業統計表”
　注：　１）食品スーパー：売り場面積２５０平方メーター以上、食品の取扱額７０％以上、セルフ方式の店。
　　　　２）食料品中心店：食品の取扱額が５０％以上の商店。
　　　　３）食料品専門店：特定食品（例：鮮魚、青果物）の取扱額が９０％以上の商店。
　　　　４）コンビニエンス・ストアー：食料品を扱っている売り場面積３０平方メーター以上２５０平方メーター
　　　　　　未満、セルフ方式、１４時間以上営業の店。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Copyright©2004, JETRO Bangkok, All Rights Reserved.

１００％

　８０％

　６０％

　４０％

　２０％

　　０

９１年　９４年　　９７年　　　０２年　　　　　　９１年　　９４年　　９７年　　　０２年　　　　

食品スーパー

食料品中心店

食料品専門店

コンビニエンス・ストアー

　（店舗数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年間売上額）　　



８．大手GMS　４社の深夜営業体制

＊日本経済新聞２００４年１月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　０３年２月期　　　　０３年８月期　　　０４年２月期
　　　　　　　　全店　　　　　　　　　　３６５　　　　　　　　　３７３　　　　　　　　３７０
イオン　　　　深夜営業　　　　　　　２７７　　　　　　　　　３２１　　　　　　　　３２９
　　　　　　　　内２４時間　　　　　　　８７　　　　　　　　　１４０　　　　　　　　１５９　
　　　　　　　　全店　　　　　　　　　　２６５　　　　　　　　　２６５　　　　　　　　２６６
ダイエー　　 深夜営業　　　　　　　　４２　　　　　　　　　１１２　　　　　　　　１６０

　　　　　　　　内２４時間　　　　　　　　５　　　　　　　　　　１１　　　　　　　　　未定
　　　　　　　　全店　　　　　　　　　　１７７　　　　　　　　　１７６　　　　　　　　１７９
IY 　　　　　　深夜営業　　　　　　　　　０　　　　　　　　　　８９　　　　　　　　１０６

　　　　　　　　内２４時間　　　　　　　　０　　　　　　　　　　　０　　　　　　　　　　０
　　　　　　　　全店　　　　　　　　　　２０９　　　　　　　　　２１２　　　　　　　　２１１
西友　　　　　深夜営業　　　　　　　　８７　　　　　　　　　　９１　　　　　　　　１０５
　　　　　　　　内２４時間　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　６　　　　　　　　　１４
　　　　　　　　全店　　　　　　　　　１０１６　　　　　　　　１０２６　　　　　　　１０２６
４社計　　　　深夜営業　　　　　　　４０６　　　　　　　　　６１３　　　　　　　　７００
　　　　　　　　内２４時間　　　　　　　９３　　　　　　　　　１５８　　　　　　　　　１７３　　　　　　
　　　　　　　
注　：　「深夜営業」とは２３時以降閉店。

－８－
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　　　　　９．ＳＣＭ成功例

１．セブンイレブンの物流改革
　　－売上２兆円、ＣＶＳ１０，０００店
２．イオンの流通・物流改革
　　－日本最大の小売グループ、グループ全体売上４兆円
３．食品スーパー光洋の物流改善
　　－急成長の大阪の食品スーパー、売上３５０億円、２１店
４．アスクルの新ＳＣＭ戦略
　　－急成長のオフイス用品カタログ販売、売上１０００億円

－９－
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９－（１）セブンイレブンの物流改革
　　　（３０％削減､Ｉｎ　１９９５）

路線物流業者（３ＰＬ）
による引取り

＊卸又は３ＰＬ
＊ドミナント方式（２８０店ベース）
＊４２箇所
＊２０－３０トン/日
＊３日在庫

１０，０００店

メーカー
工場

セブンイレブン
加工食品Ｄ／Ｃ

＊インターネット発注
＊週３回納品
＊メーカーＰｉｃｋｉｎｇなし

－１０－
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９－（２）イオンの流通・物流改革（常温一括）
　　　　（２０％削減､Ｉｎ　２００２）

メーカー
工場
＊大手加工食品メーカー、
　衣料メーカー、雑貨メーカー
　（海外生産品含む）

*他の中小メーカ

＊ＰＢメーカー、輸入食品

ＪＵＳＣＯ店
　（ＧＭＳ）

マックスバリュー店
　（食品スーパー）

ホームセンター

ドラッグ店
卸

卸

Ｄ/Ｃ　　　　Ｔ／Ｃ

（運営管理：３ＰＬ）
　　　１１箇所

－１１－
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９－（３）食品スーパーの物流改善
　　　（２０％削減､Ｉｎ　１９９９）

メーカー

卸

卸

＜改善前＞卸１５社、店頭納品１５回

＜改善後＞卸の集約化、店頭納品１回

メーカー

光洋２１店

－１２－

メーカー
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メーカー

卸



９－（４）アスクルの新ＳＣＭ戦略
　　　 　情報

　物流

－１３－

＜アスクル＞
１．１９９２年設立（初年度売上２０億円、２００２年１０００億円）
２．得意先　：　事業所２８０万（２００２年）、４２０万（２００５年目標）
３．オフィス用品のカタログ販売・配送
４．ビジネスモデル　：　既存ＩＴ技術をベースにした、ネットビジネス。
５．受発注　：　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ（データセンターはＯｕｔｓｏｕｒｃｉｎｇ）、郵便
６．取扱商品　：　８，５００品種（３５カテゴリー）
７．市場調査・顧客満足度調査・新製品調査（慶応大学と提携）
８．物流　：　既存業者活用。東京・大阪に物流センター（３ＰＬ）．
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Internet
２８０万
事業所

　メーカー　 アスクル

ＣＲＰ 3PL
（i2)
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